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○コミュニケーションアンケートの実施（対象者：今宮線沿線居住者）

まとめ

背景・目的・調査概要

●「自動車を控えることの簡単さ」，「自動車利用が健康に良くない事」，「バス利用のメリット」といった
情報提供を行うことで免許返納を促しやすくなる

○サンプルの属性

性別 第1回調査 第2回調査 第3回調査
男性51.4％ 男性62.2％ 男性66.7％
女性47.7％ 女性37.1％ 女性33.3％

年齢 第1回調査 第2回調査 第3回調査
70歳以上36.7％ 70歳以上51.4％ 75歳以上48.6％
70歳未満63.3％ 70歳未満48.6％ 75歳以上51.4％

本研究では新規バス路線沿線に住む高齢者に対してWebシミュレーターを用いたモビリティ・マネジメントを実施し、健康意識及び交通行動の変容について分析を
行った。その結果、自動車から公共交通への手段転換のみならず、運転免許自主返納に対しても意識変容の効果があることが明らかとなった。特に、自動車を控え
ることは難しくない、自動車利用が健康に良くない、バス利用のメリットに関する情報提供の効果が高いことが明らかとなった。

○免許返納意向（多変量解析）

・沿線住民の自動車利用を抑制し、バス利用及び免許返納を促進することを目的

に、Webシミュレーターを用いた「モビリティ・マネジメント」を高齢者を
対象に実施し、自動車から公共交通への転換および運転免許返納を促すための要
因を検討することを目的とする。

○背景・目的

変数名 変数の説明 パラメータ ｔ値 有意確率

被説明変数 免許返納意向 1～5

説明変数

自動車の保有 1:自分専用 0:家族共用・ない -0.648 -2.12 **

家族構成 1:単身世帯・1世代 0:2世代同居・3世代同居 0.814 2.96 ***

知覚行動制御（自動車） 1～5 -0.205 -1.99 **

健康意識 1～5 0.312 2.32 **

バス利用促進意図 1～5 0.326 2.62 ***

初期尤度 -127.17

最終尤度 -106.56

ρ２ 0.162

サンプル数 86
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○対象地区におけるMM

第1回調査 第2回調査 第３回調査

調査方法 自治会経由配布(回覧板)・郵送回収 郵送配布・郵送回収 Webシミュレーター

回収期間 2015/11中旬～2015/12/5
2016/2上旬～
2016/2/15

2017/11/18～2017/11/26

回収
/発送数

1145部/4335部 251部/312部 111サンプル/200サンプル
（訪問調査：28 Web調査：5 紙調査：78）

回収率 26.4％ 80.4％ 55.5％

調査項目

動機付け前 動機付け後 ・個人属性
（年齢、性別、身長、
体重など）
・交通に関する意識
（態度、知覚行動制御
道徳意識、行動意図）
・健康意識
（身体的・精神的・社
会的健康への重要度）
・現状の交通手段
・遅れ時間への意識

動機付け前 動機付け後

・個人属性
（年齢、性別、身長、体重な
ど）
・交通に関する意識
（態度、知覚行動制御
道徳意識、行動意図）
・健康意識
（身体的・精神的・社会的健
康への重要度）
・現状の交通行動

・交通に関する意識
（態度、知覚行動制御
道徳意識、行動意図）
・健康意識
（身体的・精神的・社会的
健康への重要度）
・影響を受けた情報
・カロリーコントロールの
方法
・交通行動変容意向

・交通に関する意識
（態度、知覚行動制御
道徳意識、行動意図、免許返納
意向）

・交通に関する意識
（態度、知覚行動制御
道徳意識、行動意図、免
許返納意向）
・理想の運行サービス
（運行間隔、運賃、バス
停位置）
・状況別の免許返納意向
・個人属性
（年齢、性別、家族構成
など）
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環境意識 有意に減少
健康意識 意識が継続

第1回調査の動機付けに比べ第3回調査の動機付け方が効果
があった

第2回調査時

態度（バス） バスでの移動は好きですか？

態度（自動車） 自動車での移動は好きですか？

知覚行動制御（バス） バスを使うことは難しい事だと思いますか？

知覚行動制御（自動車） 自動車の利用を控えることは難しい事だと思いますか？

環境意識 自動車の移動は環境に良くないと思いますか？

健康意識 自動車の移動は健康に良くないと思いますか？

バス利用促進意図 バスをできるだけ使おうと思いますか？

自動車利用抑制意図 自動車をできるだけ控えようと思いますか？

免許返納意向 運転免許証を自主返納しようと思いますか？

五件法

免許返納意向は75歳未満において平均値が有意に増加した．

より交通事故の第1当事者になるおそれのある後期高齢者は有意差
が認められず、ＭＭ以外の政策を行う必要性があると考えられる．
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これらの政策を行う事で効果的に免許返納を促すことができる

3割以上の人が『免許を自主返納しようと思う』と回答した

○第1回～第3回調査にかけての交通に関する
意識の継続（t検定）

○第3回調査の免許返納意向

●順序プロビットモデルを使用

●χ2検定で有意差が認められた変数を説明変数としてモデルに組み込み、有意になった変数のみを抽出し
モデルを作成した

分析・検証

対象者が自宅の住所を入力
アンケートに回答

対象者の回答結果と最寄りバス停が
データベースに送られる

プログラム上で計算し
動機付け情報を作成し対象者に提供

意識変容を促す

○Webシミュレーターとは
・公共交通が不便な地方都市においては、身体機能が低下した高齢者でさえ、日
常の交通手段を自動車に強く依存しており、近年、高齢者の自動車運転中の交通
事故が問題となっている。
・JR宇都宮駅の南西に位置する陽南・陽光地区等の公共交通空白地域を効率的に

めぐるバス路線『今宮線』の運行を開始した。

同対象者に実施した『パネル調査』


